
 

 

 

令和７年度 品野中学校「学校評価」のまとめ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸市立品野中学校 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そう思う わからない そう思わない あまりそう思わない  まあまあそう思う 
  

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

楽しく通学している

品中生でよかった

あいさつができる

自ら考え行動する

進んで勉強できる

授業はわかりやすい

授業が工夫されている

部活動指導に満足している

生活指導に満足している

定期テスト、評価・評定は適切

学校行事の指導に満足している

いじめ防止基本方針は機能している

家庭への連絡が適切である

保護者・地域との連携に努めている

学校評価アンケート（保護者）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

学校が楽しい

品中の生徒でよかった

あいさつができる

安心して生活できる

進んで勉強できる

授業はわかりやすい

授業は楽しい

部活に熱心に取り組む

生き方について考える

定期テスト、評価・評定は適切

ＳＳＴは成長につながっている

いじめ防止は機能している

命を大切にする教育が行われている

困ったとき先生は適切に対応してくれる

学校評価アンケート（生徒）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生徒は学校に行くのを楽しいと思っている

教育目標を意識して指導にあたることができている

命を大切にする指導は十分行われている

生き抜く力を育む指導は十分行われている

いろいろな教育活動がバランスよく行われている

「いじめ防止基本方針」は有効的に機能している

生徒はあいさつができている

生徒はまじめに勉強に取り組むことができている

生徒は授業の内容がよくわかっている

基礎基本的な学力が身につくように、指導を工夫している

考える力や表現する力など応用的な学力が身につくように、指導を工夫して…

主体的・対話的な学習は、学力向上のために有効である

定期テストの内容や評価・評定の内容・結果は、適切である

生徒は基本的な生活習慣が身についている

生徒は決まりを守って生活する態度が身についている

生徒は他の人のことを思いやる態度が身についている

生徒は自分の責任を果たす態度が身についている

生徒は、自ら考え行動する態度が身についている

生徒が安心して生活できるように留意されている

生徒にトラブルや問題行動があったとき、適切に対処している

生徒に今後の生き方について考えさせることができている

部活動の指導は適切である

学校から保護者への連絡（通信・HP・tetoru等）は、適切である

保護者が相談しやすい体制になっている

保護者・地域との連携が充実するように努めている

学校評価アンケート（教職員）

とてもそう思う まあまあそう思う あまりそう思わない そう思わない



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7生徒

R6生徒

R5生徒

学校は楽しい

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7保護者

R6保護者

R5保護者

学校は楽しい

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7保護者

R6保護者

R5保護者

品中の生徒でよかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7保護者

R6保護者

R5保護者

あいさつができている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7保護者

R6保護者

R5保護者

進んで学習している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7生徒

R6生徒

R5生徒

進んで学習している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7保護者

R6保護者

R5保護者

授業内容を理解している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7生徒

R6生徒

R5生徒

授業がわかりやすい

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7保護者

R6保護者

R5保護者

定期テストや評価が適切である

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7生徒

R6生徒

R5生徒

定期テストや評価が適切である

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7保護者

R6保護者

R5保護者

部活動の指導に満足している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7生徒

R6生徒

R5生徒

部活動に熱心に取り組んでいる

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7保護者

R6保護者

R5保護者

いじめ防止基本方針は機能している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7生徒

R6生徒

R5生徒

いじめ防止基本方針は機能している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7生徒

R6生徒

R5生徒

安心して生活できる

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7保護者

R6保護者

R5保護者

学習の意欲化が図られている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7生徒

R6生徒

R5生徒

授業が楽しい

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7保護者

R6保護者

R5保護者

自ら考え行動することができる

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7保護者

R6保護者

R5保護者

品中の行事に満足している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7生徒

R6生徒

R5生徒

これからの生き方についてよく考える

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7生徒

R6生徒

R5生徒

品中の生徒でよかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7生徒

R6生徒

R5生徒

あいさつができている



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度「学校評価」のまとめ 

◇全体 

 全体的な傾向として、昨年度と比べ大きく変化した項目が少ない結果となりました。ただ、「学校が

楽しい」の質問が生徒・保護者ともに、また「品中の生徒でよかった」という質問に対する生徒の「そ

う思う・まあまあそう思う」の回答が昨年より小幅とはいえ低下しており、学校が一人一人の居場所と

して機能できるよう引き続き取り組んでいく必要があると感じます。保護者の回答のうち、「品中の行

事に満足している」「家庭への連絡は適切である」「保護者・地域との連携を工夫している」の質問で

プラスの回答が増加しており、コミュニティスクールなどを通じ地域や保護者とのつながりを深められ

た結果だと考えられます。 

 

◇部活動について 

 令和９年度よりの部活動地域移行に向けて、活動時間が年々減少していることもあり、「部活動に熱

心に取り組んでいる」の項目で生徒の回答が低下しています。反面、同じ質問での保護者の回答は向上

しており、部活動の新しい取り組み方を理解いただけていると考えられます。今後、地域移行をスムー

ズに行うことで、子供たちの活躍の場を現状の部活動よりも広げていくことができるよう進めていきた

いです。 

 

◇学習の指導について 

 「進んで学習している」「授業内容を理解している」「学習の意欲化が図られている」の質問に対し

ての保護者の「そう思う・まあまあそう思う」の回答が５０～６０％と他の質問に比べても低いことか

ら、保護者がもつ学校での学習への期待に応えきれていない現状がうかがえます。ただ、同じ質問にお

ける生徒の回答はそれほど低くないことから、知識偏重型学習から協働型課題解決学習への移行が進む

中で家庭での学習の取り組み方や入試などへの対応について保護者が不安を感じていると考えられま

す。保護者の不安解消に向けて、一層の授業の手立てを研究し、さらなる授業技術の向上に努めていき

たいです。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7保護者

R6保護者

R5保護者

生活指導に満足している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7保護者

R6保護者

R5保護者

保護者・地域との連携を工夫している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7保護者

R6保護者

R5保護者

家庭への連絡は適切である

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7生徒

R6生徒

R5生徒

SSTは自分の成長につながっている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7生徒

R6生徒

R5生徒

困ったときに先生が適切に対応してくれる

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7生徒

R6生徒

R5生徒

命を大切にする教育が行われている


